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重症神経難病患者の「短期入院」に関するレセプトデータ調査 

 

研究分担者  菊池 仁志（村上華林堂病院） 

研究協力者  森 龍子（村上華林堂病院 地域医療連携室）、北野 晃祐（同 事務部） 

 
研究要旨 

これまでの本班会議の調査では、重症難病患者のレスパイト入院には 1 日当たり約 19000 円の助
成を受けている施設が多かった。本研究では、重症神経難病患者のリハビリテーションや病状管理
を行うための「短期入院」を積極的に受け入れている施設のレセプトデータを解析することで、入
院にかかる費用を算出し、「短期入院」の経済的実態を明らかにすることを目的とした。その結果、
「短期入院」では、1 日平均額 41,523 円ほどの費用を必要としていることが判明した。本研究結果
は、今後の難病政策の参考になりうると考えられる。 

 
A. 研究目的  

   これまで、本研究班会議において人工呼吸
器装等重度神経難病患者の一時入院（レスパ
イト入院）に対する補助金助成額に関する実
態調査を行ってきた。その結果、レスパイト
入院は、26都道府県で施行され、1日当たり
おおよそ 19000 円の助成を受けている施設
が多いことが明らかにされた。本研究では、
重症神経難病患者の短期入院を積極的に受
け入れている施設のレセプトデータを解析
することで、短期入院にかかる費用を算出し、
難病患者の短期入院における経済的側面を
検証する。 
 
B. 研究方法  

本研究では、補助金事業での入院を「レ
スパイト入院」、期間を区切った短期間の入
院により患者の状態評価やリハビリテーシ
ョンなどを実施する入院を「短期入院」と
区分した。全国の重症神経難病患者のレス
パイト入院を受け入れている主な施設に依
頼して、レセプトデータの収集を行った。
対象は、在宅難病患者一時入院事業の補助
金的適応に相応する患者（人工呼吸器装着
患者等）。調査内容としては、短期入院にか
かる 1日/1 回あたりの費用のレセプトデー
タを基に疾患名、年齢、性別、在院日数、
入院期間、総額医療費、1日当たりの入院基
本料、人工呼吸器加算、内服薬の種類と金
額、胃管(PEG）、リハビリに関する算定など
のデータを収集し、「短期入院」にかかる医
療費の実態を把握した。 

(倫理面への配慮) 

個人情報等に関しては、厳重に配慮する
ための規定を定め、村上華林堂病院倫理委
員会の審査で承認を受けている。 
 

C. 研究結果 

レセプトデータを 74 医療機関に依頼した
ところ、25 施設より提供された（回答率
35％）。入院病棟の内訳は、障害者施設等 12
件、地域包括ケア病棟 5件、一般病棟 7件で
あった。「短期入院」の平均入院期間は 11日。
「短期入院」にかかる医療費は、1日平均額
41,523 円であり、下限 28,641 円～上限
77,499 円であった。また、1日当たりのリハ
ビリテーションにかかる医療費は、平均2918
円であった。 

 
D. 考察 

在宅重症神経難病患者においては、医療安
全上の理由から患者の状態評価、投薬、PEG
管理、人工呼吸器管理やリハビリテーション
などを行う意味でも「短期入院」を活用した
病状管理が必要とされる。「レスパイト入院」
においてもそのような対応は必要であり、か
つ有効である。本研究結果にて、重度神経難
病患者の短期入院に 1日平均額 41,523 円ほ
どの費用が発生している事実は、難病患者の
入院に関する診療報酬なども含めた施策の
参考となると考えられる。 
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E. 結論 

重症神経難病患者のリハビリテーション
や病状管理を行うための「短期入院」には、
1 日平均額 41,523 円ほどの費用を要する。
本研究結果は、今後の難病政策の参考にな
りうると考えられる。 
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